
○安倍―菅の沖縄圧殺を許さない！

辺野古新基地建設をめぐる攻防は、まさに安倍政権との

「全面戦争」状態に入っています。

沖縄防衛局は３月12日、辺野古沖での海底ボーリング調

査を再開。これをうけて３月21日には現地に3900人の労働

者市民が集まり、怒りの声をあげました。（右囲み参照）

追いつめられた菅官房長官は連日、｢行政の長が代わった

からもう一度見直すというのはどうかと思う｣｢このまま進

めても全く問題ない｣｢(反対が強くても)そこはやはり、国

としてやるべきだ｣（４月２日付『琉球新報』インタビュー）、

｢(県民の民意は)分かりません｣（４月３日記者会見）など

と真っ向からこの怒りを踏みにじっています。

「粛々と進める」発言に怒りが爆発するなか、５日に行

われた翁長沖縄県知事との会談では「日米同盟の抑止力の

維持、そして危険除去を考えた時に、辺野古移設は唯一の

解決策」と述べ、基地建設の強行を表明。約1500人もの人

びとが開場周辺を包囲し「移設作業をやめろ」「県民は屈

しないぞ」と怒りの声をあげるなかでこう言い放ったので

す。絶対に許すことができません！

さらに８日には、安倍自らが参院予算委員会で、「一日

も早く普天間の危険を除去しなければならないという観点

から…粛々と進めている」と挑発的に述べました。

しかしながらこれは、安倍政権の磐石さの表れなどでは

断じてありません。沖縄・本土の人びとがこれまで10年以

上にわたって実力闘争で基地建設をとめてきた地平、そし

て全国でまきおこる戦争反対の闘いに追いつめられ、ぐら

ぐらになっているのです。沖縄の怒りとかたく連帯して、

安倍政権を今こそ倒しましょう！
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「私たち若者も今、この生まれた時からある理不尽な構造

が壊せるような、壊して新しい沖縄をつくっていけるよう

な希望が見えてきた」(高知大１年、藤原奈穂さん)

「もしここに基地が新設されてしまえば、私の子どもや孫

の世代まで、私の子どもたちが基地の人殺しに対して、人

の命を奪う手伝いをするんじゃないかととても不安です。

…人の命を奪わない。人に命を奪われない。人の命を奪う

手伝いをしない。私は

絶対にこの気持ちを忘

れずに、ぶれずに日々

学んでいきたい」(名

桜大２年、玉城愛さん)
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左：３月21日、大浦湾に面した瀬嵩の浜に3900人の労働者・市民が結集



○戦争のための基地はどこにもいらない！

沖縄の大学生が訴えているように、基地とは戦争＝人殺

しの訓練場以外のなにものでもありません。朝鮮戦争、ヴェ

トナム戦争、そしてイラク戦争――1952年の４月28日に施

行されたサンフランシスコ講和条約によって「基地の島」

としてのありかたを強制されてきた沖縄の現実こそが「日

米安保体制」の実体そのものです。辺野古への新たな基地

建設は「負担軽減」のためでもなんでもなく、政府の進め

る「戦争のできる国」づくりの核心にほかならないのです。

それゆえ、現に朝鮮半島や中国をめぐって侵略戦争が狙

われるなかで辺野古への基地建設を止めることは、安倍政

権の戦争国家化を阻み、東アジアを焦点とした戦争を阻止

する大きな力となります。

○学生・労働者の団結で基地はなくせる

戦争を許すのか、それとも戦争や基地を必要とする社会

を根底から変えるのか―歴史を選択するのは安倍でも菅で

も政治家でもなく、わたしたち学生と労働者です。来る４･

28沖縄デーで法政大―国会を包囲する闘いを実現し、その

ことを示そう！

日本の労働者・学生は敗戦以来、一貫して反戦闘争をそ

の原点としてきました。3000人ともいわれる学生を戦地に

送った法政大学では、1969年の４月28日を前に、「沖縄奪

還」を掲げてバリケードストライキが闘われました。また

ヴェトナム戦争の渦中、沖縄では基地労働者の組合である

「全軍労」牧港支部が史上初となる基地内ストライキを敢

行したのです。戦争をとめる力はここにこそあります！

○国際連帯の闘いで安保・戦争国会を打ち砕こう

今年の４・28沖縄デー闘争は、安倍政権と対決し、まさ

に安倍首相の訪米（４月26日～５月３日）のただなかで、

日米新ガイドライン策定にむけた「２＋２」協議（27日）、

そして日米首脳会談（28日）、安倍の米上下両院での演説

（29日）を直撃する闘いとなりました。

昨年５月｢辺野古新基地建設反対－戦争阻止｣を掲げて再

建された沖縄大学学生自治会の仲間とともに、４・28辺野

古現地集会と連帯し、本土から学生の闘いをまきおこそう！

さらにこれは、韓国で４月24日「パク・クネ政権打倒｣を

掲げてゼネラルストライキにたちあがる労働組合の全国組

織・民主労総の闘いとかたく連帯するものです。韓国でパ

ク・クネ政権のもとで生きるために職場からたちあがる労

働者、米軍基地建設に反対する人びと、徴兵制に怒りを燃

やす学生に、日本の闘いを届けよう。安倍政権を倒し、安

保・戦争国会を粉砕する壮大な闘いの出発点として、とも

に４・28沖縄デー闘争にたちあがろう！
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12：30 法政大・市ヶ谷キャンパス集合

13：30 デモ出発

16：00 新橋駅から国会議事堂へデモ (終了後、国会議事堂前で座り込み行動)

昨年５月19日の沖縄大学キャンパス集会

69年の沖縄デー、法大55-58年館がバリケードストライキの舞台に

1973年、全軍労牧港支部の組合員が沖縄の基地内でストライキ


